
 

女
性
が
活
躍
で
き
る
、
建
設
業
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

新奈良県総合医療センターの新築工事が
2018年春のオープンを目指し進行中だ。

女性のプロフェッショナルも多く働くこの現場で、
女性ならではの視点を活かし、いきいきと活躍する

「けんせつ小町※」に密着した。

ザ・プロフェッショナル

建
設
現
場
で
働
く
女
性
で
チ
ー
ム
を
結
成

今
、
建
設
現
場
で
は
あ
ら
ゆ
る
職
種
に
お
い
て
、
女
性
が
増

え
て
き
て
い
る
。

作
業
員
だ
け
で
も
９
０
０
人
近
く
が
携
わ
る
大
規
模
な
建
設

現
場
で
、
男
性
作
業
員
に
指
示
を
出
す
凛
々
し
い
女
性
の
姿
が

あ
る
。
電
気・機
械
設
備
工
事
の
施
工
管
理
を
行
う
伊
庭
花
子

さ
ん
。「
大
学
で
建
築
を
学
び
、
女
性
で
も
建
設
現
場
で
働
け

る
こ
と
を
知
っ
て
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
」と
い
う
彼

女
。
２
０
１
６
年
６
月
に
は
伊
庭
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、

新
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
工
事
所
で
働
く
女
性
８
名
を
中

心
と
し
た
チ
ー
ム『
な
ら
ら
小
町
』を
結
成
し
た
。

「
学
生
の
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
建
設
会
社
で
目
に
し

た
、
作
業
服
で
颯さ

っ
そ
う爽

と
現
場
に
出
て
い
く
女
性
の
姿
に
憧
れ
、

ア
パ
レ
ル
か
ら
建
設
に
進
路
変
更
し
た
」と
い
う
梶
川
千
尋
さ

ん
と
、「
消
防
官
を
目
指
し
て
い
た
け
れ
ど
叶
わ
ず
、
消
防
の

知
識
が
活
か
せ
る
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
」と
い
う
並
里
麻
依
さ

ん
は
、
こ
の
建
設
現
場
に
お
け
る
消
火
設
備
工
事
の
施
工
管

理
や
検
査
の
立
会
い
な
ど
、
幅
広
い
業
務
を
２
人
で
担
当
し
て

い
る
。

『
な
ら
ら
小
町
』は
建
設
現
場
で
女
性
が
い
き
い
き
と
働
い
て
い

る
姿
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
積
極
的
に
表
舞
台
に
出
て
活
動

し
て
い
る
。

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
仕
事
が
好
評

周
り
の
男
性
は
彼
女
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
ど
う
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
取
引
業
者
か
ら
は
、「
女
性
が
い
る
だ
け
で
場
が
な
ご

み
、
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
」と
、
評
判
は
上
々
。
工
務
補
助
を

行
う
喜
多
万
奈
巳
さ
ん
は
、「
病
室
の
壁
紙
を
提
案
す
る
際
に
、

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
図
面
に
実
物
の
サ
ン
プ
ル
を
貼
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ボ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
し
た
」と
語
る
。
こ
う
し
た
女
性
な
ら
で

は
の
丁
寧
で
き
め
細
か
い
作
業
に
も
評
価
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

「
洗
面
台
の
高
さ
や
色
な
ど
、
内
装
設
備
に
女
性
目
線
の
意

見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
医
療
施
設
は
看
護
師

さ
ん
を
は
じ
め
女
性
の
利
用
者
も
多
い
と
思
う
の
で
、
私
た
ち

の
意
見
が
役
立
て
ば
嬉
し
い
」と
伊
庭
さ
ん
。

現
場
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
す
れ
違
う
男
性
が
彼
女
た
ち

に
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
い
く
光
景
も
印
象
的
だ
。「
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
り
、
折
に
触
れ
て
気
遣
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
も
多
い
」と
い
う
。
工
事
中
の
建
物
の
外
壁
に
は『
女
性
の

未
来
に
エ
ー
ル
』と
書
か
れ
た
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
建
設
業
界

全
体
と
し
て
も
女
性
を
応
援
す
る
気
運
は
高
ま
っ
て
い
る
。
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チーム「ならら小町」を結成。

※けんせつ小町：建設業の現場で働く女性の愛称。

電気担当者にテキパキと
指示を出す伊庭さん。

左から、根
ねもと

本しのぶさん（工務・積算担当）、岩
いわい

井涼
りょうこ

子さん（施工図の修正担当）、亀
かめやま

山佑
ゆうみ

美さん（施工図の修正担当）、
喜
きた

多万
まなみ

奈巳さん（工務・積算担当）、リーダーの伊
いば

庭花
はなこ

子さん（電気・機械設備の施工管理担当）、並
なみさと

里麻
まい

依さん
（消火設備の施工管理担当）、味

みわか

若朋
とも

さん（事務担当）、梶
かじかわ

川千
ちひろ

尋さん（消火設備の施工管理担当）
（黒文字：奥村・村本・山上特定建設工事共同企業体 所属　茶文字：川崎設備工業 所属）

消火設備の点検は、建物の安全に関わるだけに真剣そのもの。 内装が図面どおりになっているかどうか、現場に出向いて確認。

（上）工事現場に掲げられた女
性の活躍を応援する横断幕。
（下）仕事内容はそれぞれ異
なるが、チームで集まれば
和気あいあいとした雰囲気。
女性同士、困ったことも相談
しやすい関係ができている。

チーム「ならら小町」
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（左）建物は年内に完成予
定。奈良県全域の医療を
支える施設として、その
姿が形になりつつある。
（右）全国でも例の少ない
全室南向きの病室。自然
光と眺望を重視して設計
されている。

普段なかなか目
にすることのな
い建設現場を、
興味津々の様子
で見学する小学
生たち。

2017年8月に開
かれた「けんせ
つ小町活躍現場
見学会」には、
40名近い人が
参加した。

（左）トイレは壁をピンクにして男性用との区別を明確に。
女性だけが知る暗証番号で鍵の開け閉めを行う。
（右）女性専用の更衣室兼休憩室には姿見鏡も設置され
ている。着替えはもちろん、荷物置き場としても安心。

2018年春の開院を
目指し、着々と工事
が進行中。写真は正
面玄関側。

完成予想図（病棟
側）。緑豊かな立地
を活かした、心地
よい療養環境。

建設現場の仕事を事務所でサポート。
「建設のプロとして働く姿は皆さんカッコいい！」と語る。

配管のサイズや溶接の仕上がりをミリ単位でチェック。
女性ならではのきめ細かさに定評あり。

所 在 地：奈良県奈良市七条西町2丁目地内
構 造：鉄骨造及び

鉄筋鉄骨コンクリート造（免震構造）
階 数：地下１階、地上７階
高 さ： 24.95m
敷地面積：約79,800㎡
建築面積：約14,000㎡
延床面積：約67,000㎡
病 床 数： 540床
施 工 者：奥村・村本・山上特定建設工事共同

企業体

【建物概要】

現在、奈良市平松にある奈良県総合医療センター
は、2018年春のオープンを目指し、新病院を建設中。
病室は全室、南側に配置され、待合や玄関ホール、
治療室にも自然光が差し込む設計になっている。完
成すれば、救急医療、ガン医療、周産期医療の充実
とともに、医療従事者の教育・研修の場としての機能
も果たすこととなる。

生まれ変わる
「新奈良県総合医療センター」時

は
明
治
。
幕
末
の
戦
火
と
東

京
遷
都
で
、
京
都
の
人
口
は
激
減
。

か
つ
て
都
と
し
て
栄
え
た
街
は
、

衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
中
、１
８
８
１
年（
明
治

14
年
）に
第
３
代
京
都
府
知
事
に

就
任
し
た
の
が
、
北
垣
国
道
で
あ

る
。
北
垣
は
京
都
の
復
興
と
近
代

化
を
大
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
琵
琶
湖

疏
水
の
建
設
を
決
意
す
る
。

一
方
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
工
部

大
学
校（
現
・
東
京
大
学
工
学
部
）

で
土
木
を
学
ん
で
い
た
の
が
、
田
邉

朔
郎
だ
。
田
邉
は「
琵
琶
湖
疏
水

工
事
の
計
画
」を
卒
業
論
文
に
選
ぶ

と
、
現
地
に
測
量
に
出
向
き
、
精

緻
な
製
図
を
描
い
て
、１
８
８
３
年

（
明
治
16
年
）に
論
文
を
書
き
上

げ
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
工
部
大
学
校

校
長
・
大
鳥
圭
介
の
仲
介
に
よ
り
、

北
垣
と
田
邉
は
引
き
合
わ
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
後
に
苦
楽
を
共
に

し
、
未
曾
有
の
大
工
事
を
成
し
遂

げ
る
二
人
が
、
運
命
の
出
会
い
を

果
た
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

北
垣
は
工
事
責
任
者
と
し
て
、

田
邉
を
迎
え
入
れ
た
。
大
学
を
出

た
て
の
21
歳
の
青
年
に
、
こ
れ
ほ
ど

の
大
役
を
任
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、

並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
１
８
８
５
年

（
明
治
18
年
）、
琵
琶
湖
疏
水
の

工
事
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

し
か
し
、
工
事
は
決
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

方
々
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
る
反
発
の

声
に
、
北
垣
は
誠
心
誠
意
対
応
し
、

説
得
に
努
め
た
。
田
邉
も
ま
た
、

前
例
の
な
い
大
規
模
工
事
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
現

場
で
自
ら
技
術
者
の
養
成
も
行
っ

た
。
北
垣
の
熱
意
と
田
邉
の
頭
脳
。

こ
の
２
つ
が
出
合
わ
な
け
れ
ば
、
今

の
琵
琶
湖
疏
水
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

１
８
９
０
年（
明
治
23
年
）３

月
、
つ
い
に
琵
琶
湖
疏
水（
第
一
疏

水
）が
竣
工
。
そ
の
年
の
11
月
、
田

邉
は
北
垣
の
娘
・
静
子
と
結
婚
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
人
は
名
実

共
に
親
子
と
な
っ
た
。

運
命
的
な
出
会
い
に
よ
っ
て
実
現
し
た

京
都
を
甦
ら
せ
る
未
曾
有
の
大
工
事

偉人たちの歴史街道

琵
琶
湖
か
ら
京
都
へ
水
を
引
く

―
―
そ
れ
は
数
百
年
前
か
ら
、

京
都
の
人
々
が
抱
き
続
け
て
き
た
願
い
だ
っ
た
。

技
術・資
金
な
ど
多
く
の
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
、

そ
の
壮
大
な
夢
を
つい
に
実
現
し
た
の
が
、

北
垣
国
道
と
田
邉
朔
郎
と
い
う
二
人
の
人
物
だ
。

「
京
都
の
未
来
の
た
め
に
、
何
が
何
で
も

こ
の
計
画
を
成
し
遂
げ
て
み
せ
る
！
」

熱
き
想
い
で
志
を
共
に
し
た
、

二
人
の
出
会
い
と
偉
業
を
振
り
返
る
。

二
人
の
偉
業

運
命
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、

京
都
に〝
命
の
水
〟を
も
た
ら
し
た

維新の志士としても活躍した、
官僚・政治家。第３代京都府知
事として11年間在任。地域開
発や教育にも尽力した。

土木工学者。東大や京大の教
授を務めたほか、数々の土木建
設事業に携わり、晩年は関門海
底トンネルの踏測にも従事。

田
た

邉
なべ

朔
さく

郎
ろう

（1861〜1944年） （1836〜1916年）
北
きた

垣
がき

国
くに

道
みち

※取材協力・資料提供：京都市上下水道局
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働
き
や
す
い
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

男
性
中
心
の
建
設
現
場
で
女
性
が
働
く
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ

ん
苦
労
も
あ
る
。『
な
ら
ら
小
町
』で
は
、
懇
親
会
で
チ
ー
ム
の

結
束
を
高
め
る
と
と
も
に
、
現
場
で
働
く
女
性
の
作
業
員
か
ら

も
意
見
を
聞
い
て
悩
み
や
問
題
点
の
解
決
に
努
め
て
い
る
。「
ト

イ
レ
に
行
き
に
く
い
」と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
司
に

掛
け
合
っ
て
男
性
用
と
入
口
を
別
に
し
た
女
性
用
ト
イ
レ
を
つ

く
っ
た
り
、
女
性
専
用
の
更
衣
室
兼
休
憩
室
も
設
置
し
た
。
施

工
図
の
修
正
に
携
わ
る
亀
山
佑
美
さ
ん
、
岩
井
涼
子
さ
ん
は
、

「
こ
の
現
場
は
女
性
が
多
く
結
束
力
が
強
い
の
で
、
安
心
し
て

の
び
の
び
と
仕
事
が
で
き
る
」と
明
る
い
表
情
を
見
せ
る
。 

家

庭
を
持
つ
女
性
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職
場
の
よ
う
だ
。「
子

供
の
学
校
行
事
の
日
な
ど
も
休
み
易
い
の
で
助
か
り
ま
す
」と

は
、
事
務
の
味
若
朋
さ
ん
。
工
事
書
類
を
作
成
す
る
根
本
し
の

ぶ
さ
ん
は
、「
９
〜
１５
時
の
時
短
勤
務
で
働
い
て
い
ま
す
。
恵
ま

れ
た
環
境
で
仕
事
が
楽
し
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

「
私
た
ち
の
活
動
を
通
し
て
建
設
業
界
に
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」と
、『
な
ら
ら
小
町
』

は
地
域
の
お
祭
り
で
建
設
現
場

の
仕
事
が
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス

を
出
展
し
た
り
、
女
性
が
働
く

姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
現
場

見
学
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
下

に
あ
る
笑
顔
に
は
、
仕
事
の
楽

し
さ
が
あ
ふ
れ
出
て
い
た
。




